
『
多
聞
院
日
記
』
は
奈
良
興
福
寺
の
子
院
で
あ
る
多
聞
院
の
住
職

が
記
し
た
日
記
で
、
室
町
時
代
中
期
の
文
明
年
間
か
ら
安
土
桃
山
時

代
の
文
瞭
年
間
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
記
載
の
内
容
は
仏
教
関
係
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
世
相
や
医
療
関
係
の
こ
と
に
ま
で
触

れ
、
具
体
的
で
あ
る
。
特
に
こ
の
日
記
の
大
部
分
を
記
し
た
俊
英
は

医
術
の
心
得
も
あ
っ
て
、
僧
俗
の
者
の
疾
病
に
簡
単
な
診
断
を
下

し
、
薬
の
調
合
も
し
て
い
た
の
で
、
当
時
の
医
療
の
実
態
を
知
る
上

で
参
考
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
日
記
全
体
の
中
で
疾
病
の
名
称
は
八
十
種
程
現
わ
れ
て
い
る

が
、
今
回
は
そ
の
中
で
伝
染
病
関
係
の
病
名
を
取
り
上
げ
、
そ
の
病

名
の
意
味
、
用
法
に
つ
き
検
討
し
て
み
た
。
対
象
と
し
た
病
名
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
疫
病
、
瘡
（
オ
コ
リ
）
、
風
（
風
気
）
、
傷
寒
、
唐

瘡
、
涙
（
ハ
シ
ヵ
）
、
庖
瘡
（
庖
、
モ
ヵ
サ
）
、
三
日
ヤ
ミ
、
ヨ
コ
ネ
、

『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る

伝
染
病
の
検
討

中

.L4
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昭

癩
病
、
淋
病
。

ま
ず
、
疫
病
と
は
い
か
な
る
伝
染
病
を
指
し
て
い
る
か
は
も
と
よ

り
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
南
一
一
疫
病
モ
ッ
テ
ノ
外
増
倍
ノ
由
ノ
間
、

祈
祷
ノ
為
．
．
…
・
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

瘤
（
オ
コ
リ
）
と
は
マ
ラ
リ
ア
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る

が
確
か
で
は
な
く
、
結
局
熱
の
出
没
す
る
状
態
と
い
う
ほ
か
は
な

い
。
し
か
し
、
「
蓮
成
院
参
籠
ノ
処
、
日
オ
コ
リ
煩
出
、
薬
遣
ワ
ス

ト
雌
、
落
チ
ズ
・
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
南
井
坊
弥
七
郎
、
オ
コ
リ
薬

先
日
十
二
包
遣
ワ
ス
。
二
日
オ
コ
リ
未
ダ
落
チ
ザ
ル
間
、
又
今
日
十

六
包
遣
ワ
ス
・
」
な
ど
と
い
う
所
を
み
る
と
マ
ラ
リ
ア
か
と
い
う
感

じ
も
す
る
。

風
に
つ
い
て
は
「
近
日
諸
方
老
若
多
ク
違
例
、
殊
二
風
並
ビ
｜
ス

シ
カ
ノ
違
例
増
ス
・
」
と
い
う
よ
う
に
流
行
病
と
し
て
の
見
方
も
さ

れ
て
い
る
。

傷
寒
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
の
は
大
き
な
問
題
だ
が
、
「
常
光
院

去
ル
廿
四
日
風
気
傷
寒
モ
ッ
テ
ノ
外
大
事
云
灸
」
そ
し
て
そ
の
二
日

後
、
「
常
光
院
今
日
死
去
。
傷
寒
一
一
テ
速
カ
ニ
究
マ
ル
・
」
と
い
う
記

載
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
流
行
性
感
冒
の
如
き
も
の
を
指
し
て
い
る
か

と
も
思
わ
れ
る
。
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唐
瘡
は
梅
毒
の
こ
と
で
室
町
時
代
末
期
に
中
国
を
経
て
わ
が
国
に

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
記
に
も
「
昨
日
助
二
郎
十
津

川
（
温
泉
）
ヨ
リ
帰
ル
ト
テ
来
ル
。
目
煩
、
虫
気
、
雑
熱
、
殊
一
一
唐

瘡
ニ
モ
ッ
テ
ノ
外
妙
也
ト
申
ス
・
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

涙
（
ハ
シ
ヵ
）
に
つ
い
て
は
「
今
春
ヨ
リ
庖
瘡
並
ビ
’
一
涙
モ
ッ
テ

ノ
外
増
ス
。
七
・
八
十
才
ノ
者
二
至
ル
マ
デ
病
ム
。
小
児
一
一
於
テ
ハ

言
ウ
ニ
及
バ
ザ
ル
者
也
。
」
な
ど
と
い
う
観
察
も
な
さ
れ
て
い
る
。

庖
瘡
（
モ
ヵ
サ
）
に
つ
い
て
の
記
載
は
多
く
、
「
庖
瘡
モ
ッ
テ
ノ
外

増
倍
ス
・
薬
五
人
へ
造
ワ
ス
・
」
と
か
、
有
名
人
の
罹
病
に
つ
い
て
も

「
相
州
北
条
氏
直
大
坂
一
一
在
り
、
近
日
庖
瘡
煩
ウ
、
祈
祷
也
卜
云
々
、

遂
二
死
去
云
々
・
」
な
ど
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

三
日
ヤ
ミ
は
風
疹
（
三
日
ハ
シ
ヵ
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
「
世

上
三
日
ヤ
ミ
ハ
ャ
リ
人
手
少
ナ
シ
、
天
下
一
同
卜
云
々
、
不
思
儀
ノ

事
ナ
リ
・
」
な
ど
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。

ヨ
コ
ネ
は
性
病
に
よ
る
鼠
膜
リ
ン
・
〈
節
の
腫
脹
の
こ
と
だ
と
従
来

言
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ

癩
病
に
つ
い
て
は
「
伊
賀
国
ノ
女
、
廿
才
ノ
前
後
ナ
ル
ニ
人
姉
妹

癩
病
ニ
テ
国
ヲ
出
テ
、
奈
良
二
乞
食
シ
テ
、
未
ダ
北
山
ヘ
モ
入
ラ
ズ

る
0

：
：
：
」
と
書
か
れ
、
奈
良
の
北
山
十
八
間
戸
が
癩
宿
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
「
中
浄
院
順
専
房
癩
病
ニ
テ
湯
山

（
有
馬
温
泉
）
へ
入
ル
、
四
十
七
日
二
及
ブ
ト
モ
帰
ラ
ズ
・
」
と
い
う
記

載
も
あ
り
、
癩
病
の
温
泉
療
養
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

淋
病
は
性
病
と
し
て
の
淋
病
の
み
を
指
し
て
い
た
と
は
言
え
ず
、

「
深
円
房
淋
病
煩
、
六
日
ヨ
リ
今
日
マ
デ
丸
塩
断
ニ
テ
本
復
ス
・
」
な

ど
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
こ
と
の
適
否
は
と
も
か
く
、
無
塩
療
法
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
興
味
が
持
た
れ
る
。

以
上
の
如
き
疾
病
に
つ
い
て
、
な
お
他
の
文
献
と
の
比
較
検
討
も

行
っ
て
報
告
す
る
。

（
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

団
、
七
沢
老
人
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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